
このマークは、恵那高、在学生徒への公募の結果、
１年（当時）新田恭子さんのデザインが採用、
恵那高創立100周年マークとして決定されました。

恵那高創立100周年マーク決定！ 「城陵会」恵那高同窓会
ホームページ開設！
http://www.jyoryo.net/

母校の情報はココから！
城陵会

マークイメージは、ハナノキをモチーフとした恵那高の校章を表現。
マーク上部にある２つの山並みは、いつも恵那校生を見守ってくれ
る山々、「恵那山」と「笠置山」をイメージしました。マーク中心には、
恵那高の「恵」を入れ、「心」の部分で100周年を赤字で表現し、無限
大∞マークを加えました。
私たちの母校「恵那高」が100年の歳月を超え、これからも幾年も続
く姿をマークに託しました。

【募金活動について】

１ 募金団体の名称 岐阜県立恵那高等学校  創立１００周年記念事業実行委員会

２ 募金団体の事務所 〒５０９－７２０１
  岐阜県恵那市大井町１０２３－１　恵那高等学校内
  電話・FAX：０５７３－２５－０２５３

３ 募 金 の 目 的 恵那高等学校創立１００周年を記念し、恵那高等学校における教育環境整備・
  充実など一連の事業を行うために募金を実施

４ 募 金 目 標 額 １億円以上

 寄                   付  1口 ５,０００円、できる限り２口以上ご協力いただければ幸甚です。
  ※１口未満のご寄付もありがたくお受けいたします。
  寄付者全員 寄付者名簿に芳名記載いたします

５ 募 金 の 対 象 本校同窓生、在校生保護者、教職員関係、企業法人・その他募金の目的に賛同
  していただく方

６ 募 金 の 期 間　 令和３年５月１日～令和４年１２月３１日

７ 寄付金の申込み方法 1） 郵便局振込用紙による寄付　同封の振込用紙をご利用下さい。
  　 口座名称　恵那高校１００周年記念実行委員会
  　 口座番号　００１４０－０－６０５０８２

  ２） 同窓会地区委員による寄付　
   地元中心に各地区の委員が訪問致します。

お問い合わせ
フリーダイヤル ０１２０－１０－９８９９（内線８５）   平日１０：００～１７：００

岐阜県立恵那高等学校  創立１００周年記念事業

趣　意　書

岐阜県立恵那高等学校
創立１００周年記念事業実行委員会

創立１００周年記念式典・懇親会
2022年10月9日（日）に決定！



記念式典の挙行
母校グラウンドにて大懇親会

花の木会館リフォーム
1階をWi-Fi環境を整備した自習室へ

100周年記念誌・DVD・
同窓会名簿の整備

学校及び部活動への支援活動
各種システムの継続的運営支援

木股健二基金「恵那地球塾」木股健二基金「恵那地球塾」

　卒業年次を問わず、「青春のひと時を同じ城陵の地で学んだ」と言う、ただ一点の共通項
をもって、全国のそれぞれのまちで、それぞれの人生を送る多くの皆さんから本校同窓会
に格別なるご支援を賜っておりますこと感謝申し上げます。
　さて、大正１１年に創立された旧制恵那中学以来、質実剛健と文武両道を校是、校風と
し各界に優秀な人材を輩出し続けて来た本校は、当地域のリーディング校としての地位を
不動のものとして来ました。この誇り高き我々の母校は、令和４年、２０２２年に晴れて創
立１００周年を迎えます。
　同窓会では、この慶賀の年を迎えるにあたって「温故知新、恵那高創立１００周年」を
旗印に、一世紀に渡る歴史を振り返るとともに、母校の更なる発展を目指し、別記記念事
業を計画致しました。
　はなはだ恐縮ではありますが、同窓の皆様方におかれましては、何とぞ記念事業の趣旨
にご理解いただき、ご支援賜らんことを衷心よりお願い申し上げます。

　同窓生の皆様方には、平素から母校の教育発展のために格別のご尽力を賜り心からお礼
申し上げます。本校は、令和４年に創立１００周年という大きな節目を迎えますが、その
長きにわたる歴史と伝統ある母校で、校長として勤務できることは、本校の同窓生として
この上ない喜びです。
　昭和５６年３月に本校理数科を卒業して以来、岐阜県教員として勤務する中、常に母校
や後輩の活躍などを気にしながらも、気が付いたら実に４０年という歳月が流れていまし
た。正門から見る校舎の外観は変わっても、高校時代に過ごした懐かしい校舎等も残って
おり、当時を思い出しながら母校に帰ってきたという思いで勤務しております。
　この創立１００周年記念事業は、教員として母校に貢献できる最後の機会と思い、この
事業に学校として全力で取り組みたいと思います。つきましては、同窓生の皆様方のご協
力とご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

阿部　伸一郎

岐阜県立恵那高等学校同窓会　会長
創立１００周年記念事業実行委員会　委員長

岐阜県立恵那高等学校　学校長
創立１００周年記念事業実行委員会　副委員長

岩木　隆義

創立100 周年記念事業ご　あ　い　さ　つ



ゴルフ委員会

　◎樋口義成 27
　中島乙弥 26
　鈴木泰博 27
　保母伸子 30
　高木應浩 36
　大宮貴之 44
　松田翼  52

U-50～41

　◎佐野幸久 44
　　西山陽祐 51

U-40～31

　◎柄澤一樹 60
　　樋田翔太 59

U-30

　◎古井千景 57
　　鈴木悠馬 66

懇親会委員会

　◎脇田誠 33
　曽我哲也 33
　各務嗣雅 33
　西山隆志 37
　原一雄 39
　服藤知晃 40
　松田泰明 40
　渡辺好作 41
　板頭博 42
　古川暉久 43
　加藤規久 45
　大冨部愛 50

記念事業委員会

　◎古山紀昭 33
　古山享嗣 23
　佐々木元司 33
　原田勝美 33
　本多京子 33
　渡辺玲子 33
　曽我真奈美 33
　永屋秀一 33
　相良修 33
　水野裕子 33
　平林孝 33
　加藤大 50
　藤下卓己 51

総務委員会

◎安藤直実 34
林慶子 30
春日井操 34
久保智子 35

今井章子 36
林千秋 36
後藤友里 54

学校事務局

教　　　　頭　田中誠二
渉外部部長　市岡敦司 32
渉外部副部長　夏目達也 59
会　　　　計　市川真美 56

PTA役員

令和３年度会長　高垣浩
副　　会　　長　奥村彰英 43

第２渉外委員会

　◎足立孝晴 23
斉藤輝雄 23
樋田千史 23
纐纈佳恭 23
保母直彦 23
伊藤卓朗 23
加藤勝也 23
西尾和洋 23
市川和夫 23
小椋暁一 23

式典委員会

　◎加藤博靖 28
小板忠昭 28
西尾修欣 28
加藤博史 28
木村典彦 30
兼山尚也 33
春日井一郎 34

渉外委員会

◎柘植英雄 21
古山精  中 22
田中栄吉 25
志津淳 25
堀雅司 30
大塚健司 31
鈴木直樹 37
池戸一秀 37
平野浩司 40

岡崎亜希子 41
荒川利道 44
伊藤靖 45
河田文仁 46
丸山敏昭 46
林千晃 51
鷹見孝二 53
松浦陽平 54
田口恭平 58

特別顧問　草野満代 37

※「◎」は正委員長、氏名後ろの数字は卒業回次

財務委員会

　◎阿部護 30
　柘植典之 31
　高木雅実 37
　柘植麻美 37
　大野幸泰 39
　渡辺伸和 39
　五月女和広 45
　原真一郎 47
　木藤豪 50
　池戸壮吏 58

瑞浪委員会

◎柴田幸一 36
三宅滋郎 18
安田善一朗 29
成瀬良美 31
安藤友美 34
酒井浩二 34
森本英樹 37
梅村修司 39
木股弘勝 40
加納宏樹 42

加藤昇 43
奥谷輝久 46
隅田一弘 48
梶田啓介 49
奥村一仁 53
尾崎亨 56
樋田翔太 59
田村和也 60
河合清志 62

実行委員長

顧　問

相談役
元市長・元県議
歴代校長
歴代同窓会長

評議員 本会理事
学年理事

【恵那高校創立１００周年記念事業実行委員会組織図】

中津川委員会

◎後藤大作 35
安藤正樹 26
小栗祐治 28
酒井康孝 31
西尾実 34
阪本長年 35
吉村庸輔 35
勝野宏明 37
三宅正朗 37
荒井幹広 38
西尾基 39

小栗仁志 39
石原徹 40
成木崇久 41
中尾まゆみ 41
三尾泰一郎 43
吉川幸輝 43
岡田将之 48
辻村俊介 49
有我彰記 49
丸山大知 50
島田博明 50

同窓会会長　阿部伸一郎 27

監　事
柘植麻美 37
磯部徹 38　

恵 那 市 長　小坂喬峰 33
岐阜県議会議員　水野正敏 29

各支部

東　京　夏目久 15
名古屋　鮎澤多俊 17
土　岐　安田光男 19
瑞　浪　水野光二 24
中津川　勝　彰 19
定時制　鈴木隆文  定 15

副実行委員長

校　　　　長　岩木隆義 33
同窓会副会長　高木良直34
同窓会副会長　鎌田基予子35

記念誌委員会

　◎成瀬正樹 23
　市川彰  23
　山口敏章 23
　森岡由紀子 23
　相原正文 30
　伊藤勝彦 30
　樋田東洋 30
　岡田庄二 30
　春日井善久 30
　小林哲朗 30
　小栗早苗 30
　遠山守幸 32

広報委員会

　◎小板潤治 31
　伊藤収三 32
　新田英博 41
　平井洋光 48
　西尾巌太 48
　水野大介 50
　樋口豪 54
　大塚晃徳 55
　横江修悦 55
　佐藤亜弥美 59
　柄澤一樹 60
　古井千景 67



記念誌委員会

記念事業委員会

記念式典委員会 懇親会委員会

渉外委員会 第二渉外委員会

　恵那高生がより社会で活躍できるよう、
学ぶ環境の充実を図ろうと、花の木会館の
改修を行います。
　また、学習支援が効果的に行えるような
システムの構築も行います。

　１００周年記念事業全体にかかる費用
を勘案し、必要な費用を集めるためのさま
ざまな方法を考え、動き出そうとしていま
す。より多くの同窓生をはじめ多くの方の
ご協力・ご支援をいただくことが大切とな
ります。

財務委員会

　これまで作成されてきた５０周年、７０
周年、８０周年、９０周年の記念誌をもと
に、より充実したものにするため、検討を
重ねています。１００周年記念事業も含め、
現在の恵那高、これからの恵那高像も描
かれます。

広報委員会

　１００周年にふさわしい
式典にするため、現役の
生徒参加の式典を計画し
ています。
日時 令和4年10月9日（日）
内容 第一部　記念式典
　　 第二部　記念講演

　１００周年の節目にふさ
わしくより多くの方の参加
を考えています。
　記念式典の後、母校恵
那高校のグラウンドを会
場に盛大に催します。
日時 令和4年10月9日（日）
内容 記念懇親会

　ホームページをいち
早く立ち上げ同窓会活
動全体の周知をしていま
す。１００周年記念の活動
を通して、各分野でご活
躍の同窓生の発掘を行
います。

　恵那中学校、恵那実科
女学校時代の同窓生に
案内を送付し、記念誌作
成のための情報提供を
いただくとともに、１００
周年記念事業へのご協
力をお願いしています。

　ゴルフを通して、同窓会の仲間を広げる
ことや財務委員会の支援のために取り組
んでいます。これまで創立１００周年記念
プレゴルフ大会を３回行っています。

ゴルフ委員会 総務委員会

　恵那高１００周年をできるかぎり多くの
同窓生に認知してもらうことをねらいに取
り組んでいます。とりわけ、幅広い世代に
広げるためにSNSやデジタルコンテンツ
を活用するなど今日的な方法で企画を進
めています。

　同窓会事務局と学校事務局が中心とな
り、実行委員会の進捗状況の確認とともに、
１００周年記念事業が円滑に開催できるよ
う、全体のとりまとめを行っています。

温故知新、恵那高創立１００周年 !!

大正１１年、旧制恵那中学校として開校
した我々の母校恵那高校は、令和 4 年に晴
れて創立１００周年を迎えます。同窓会で
は、この節目の年を迎えるにあたって実行
委員会を構成し、何を残すべきかと検討を
重ね、次の様に決定致しました。
僅か４年前の３月、本校に受験者数大幅
定員割れという激震が走りました。「恵那高
校大丈夫か」との声は皆さんの耳にも届い
たと思います。しかし、この４年間で本校
に対する評価は激変しました。まさにV字
回復を成し遂げました。その要因の最たる
ものは、大学への推薦入学合格者数です。
データの残る国公立大学の数値を見れば一
目瞭然です。現在、各大学では推薦入学者
数を三割にまで増やす方針を打ち出してい
ます。ペーパーテストだけで生徒の力を判
断することには無理があり、口頭試問を取
り入れ、基礎知識に加え発想力、コミュニ
ケーション能力などの総合力を入学の判断
基準にしようとするものです。
ここに輝かしい数値があります。令和２
年春、本校からの国公立大学推薦入学者数
は、県下トップの合格率を誇るに至りまし
た。また、その翌年は、中部５県の公立高
校の中、総数で６位、率では並みいる有名

進学校を抑えトップの実績を残しました。
特筆すべきは、この数値は、先に述べた本
校が大幅定員割れした年の新入生が卒業時
に記録したものです。いかに恵那高校の三
年間が価値あるものかを物語っています。
今日の恵那高校には、こうした素晴らし
い成果を生み出す仕組みが存在します。国
から多額の支援を受ける SSH（スーパーサ
イエンスハイスクール）やテーマを見つけ
て探求学習し発表することによって課題発
見力を養うという「課題研究」が、それです。
他にも留学制度、地球塾、田舎塾、ミニ教
育実習、各種インターンシップ、クラブ活
動など等が存在します。この様な、ソフト
が幾重にも重なり現在の恵那高校で学ぶ魅
力を創り上げています。
恵那高校の財産であるこうした仕組みを
維持するには、様々な支援が必要となりま
す。そこで、実行委員会では、これらを発
展させ、より魅力的で輝く恵那高校を創り
上げるために、ハード、ソフト両面で次の
ような記念事業を実施することと決定致し
ました。
何とぞ、同窓の皆様方のご理解と、ご協
力を賜らんことをお願い申し上げます。

花の木会館一階を
自習室へとリフォームする
花の木会館一階を

自習室へとリフォームする
恵那高校が恵那高校たる
所以となる、各種システム
の継続的運営支援

恵那高校が恵那高校たる
所以となる、各種システム
の継続的運営支援

創立１００周年記念事業実行委員会　委員長
阿部　伸一郎

ハード面ハード面 ソフト面ソフト面

より魅力的で輝く
恵那高校を創り上げるために


